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　　　　教師 の 権威 と教室内相互行為

一 知識に 対す る権限 の 非対称性 を中心 に
一

上 田　智子 （お茶の 水女子大学大学院）

1 ．問題 の所在一教 室 に お け る教師の権威

　本発表の 目的 は 、 教室 授 業 に お い て 観 察 され る

「教 師の 持つ 権威 」 と、そ う した 「権威」に 立脚

して成立 して い る と され る教 師 と生徒 の 相 互関係

に つ い て 、彼 らの 具体的な相互行為の 記述 ／分析

を通 して 考察 して い くこ とで あ る 。

　教室 にお け る教師 と生徒 の ふ る まい が 、非対称

的な構 造 を持 つ こ とは、参与者に と っ て も、分析

者 に と っ て も、 自明視 され た常識の
一

部 とな っ て

い る 。 そ して
、

こ うした相 互 行為上 の 非対称性

は 、 しば しば教師 と生 徒の 間の 、役割の 分化 やバ

ワ
ー

（権力）の 差異 、 ある い は 、 それ らに 由来 す

る パ ース ペ ク テ ィ ブ の 差 異 に よ っ て 生 じる と説明

され て きた 。

　 しか し、こ う した教師 と生 徒の 間の 、役割や権

力の差 異、 また パ ー
ス ペ ク テ ィ ブ の 差異 とい うも

の が 、我々 に観 察可 能に な る の は 、 当の 相 彑行為

上 の 非対称性 を通 じて に ほ か な らない 。 さ らに 、

相互行為上 の 非対称性 が、あ る種の カ テ ゴ リー関

係と意味ある しか た で 結 び付 い た もの と して 読み

取 られ る とき、は じめて そ こ に権威 ない し権力の

感覚が 産 出 され るの で あ る （西 阪 　1996 ＞。

　 「教 師の持 つ 権威」 と い うこ とに つ い て 述 べ る

な らば
、 あ る 人 物 は 、 権威 を持 つ こ と に よ っ て

（その こ とに よ っ て の み）教 師 となれ るの で はな

く、 彼が 教師 とい うカ テ ゴ リ
ー

に結 び付 い た 権威

を行使す る こ とに よ っ て 、そ の 人物 を教師 と し て

認識 し記述する こ とが 可 能 とな る と い え よ う。

　そ こ で 、 本発表で は 、 　 「教師の持 つ 権威」を、

教師 と生徒 の 相 互行 為 を分析 す る ため の 前 提 で は

な く、彼 らの 相互 行為の 組織化 を通 じて 達成 さ れ

る盤 と して 捉える こ とに する 。 そ して 、参与者

の相互 行為や 場面の い か なる編制が 、　 「教師の 持

つ 権威」 とい う 「現象」 を成 立 させ て い る の か 、

よ り特定的 に は 、相 互 行為上 の 非対称牲 と、教師

一
生 徒 と い うカ テ ゴ リ

ー
とが 、い か に結 び 付 い

て 、教 師の 権威 とい う現 象を産出 して い る の か、

こ の こ とを明 らか に する こ とを間 わ れ る べ き課 題

と して 設定 す る 。

2 ．成員 カテ ゴ リー装置 （membershlp 　categori −

zation 　devices）

　 「教師の 持つ 権威」を現象 と して 分析／ 考察 し

て い く一ヒで 重要 な 道具立て とな る の が 、エ ス ノ メ

ソ ドロ ジ
ー

の 創始者の
一
人で ある HSa ⊂ksが定式化

した 、 成 員カ テ ゴ リ
ー装 置 （membership 　categeri

．

Zation 　devlces）で あ る （Sacks　 l972 ） 。 成員カ

テ ゴ リー装 置 とは 、　 「我 々 の 社会的世 界に 関 する

常識 的知識 の 重要部分 で あ り、 こ の 世界の 中で の

行為に 関す る旒利 と義務 な どが 帰属 す べ き所 在を

構 築す る」　（Watson 　l986 ）、，

　成員 カ テ ゴ リ
ー装置は 、　 「教師 の 持 つ 権威」 と

い う現 象 だけ で な く、 そ もそ も 「教 師 ．1 と 「生

徒」の 相 彑 行為 が そ れ と し て 記述 円
．
能で ある と い

うこ と は ど うい うこ とな の か とい う問題 を、カ テ

ゴ リ
ー

に 伴 う権利 と義務の 問題 として 検討す る こ

とを可 能 とする 。

　 とこ ろで 、 成 員カ テ ゴ リ ー装置 の 申 に は、　「標

準化 され た対 関係」をなす カ テ ゴ リ
ー

集合 とい う

もの があ る （SackS　 ap 　cit ．） 。 そ れ は、二 つ で
一一

組 にな っ て い る カ テ ゴ リ
ー一
集合 で あ り、 自己の カ

テ ゴ リ
ー

化に よ る 他者 の カ テ ゴ リー化 あ る い は ま

た他者の カ テ ゴ リ
ー化に よ る 自己 の カテ ゴ リ

ー
化

を 1げ能に す る 、，また 、　 ツ∫の カ テ ゴ リ
ーの 担 い r・

が 、 他方 に対 して い か に ふ る ま うか 、そ うい っ た

互 い に対 す る権利 と義務が 、カ テ ゴ リ
ー

の 担 い 手

に も、 第三 者に も知 られて い る ような、特別 な カ

テ ゴ リ
ー集 合の こ と で ある 。

　 厂教師
∴ 生徒 」 も、 こ う した対 カ テ ゴ リ

ーとし

て 捉える こ とが 剛 能で ある，， 稲垣 （⊥g92）は、教

室秩序 を成 り立 た せ て い る 「解釈枠組 み の 共有

化」が 、　「教師 と生徒の 間に 明確 な
一一
線 を引 くこ

とに な っ て い る」事態を指摘 したが、そ うした 事

態は 、 「教師
一生徒 」をカ テ ゴ リー対 と して 捉 え
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る こ とに よ っ て 説明 司
1
能で あ る と思 わ れ る 。

　 とこ ろで 、こ の 成 員 カ テ ゴ リ
ー

装 置を 分析の 1い

心 に 据 える こ とに よ っ て 、
・．一・

般 に 「解釈的 ア ブ

L 了
一

チ 1 と呼ば れ て きた ．．・連 の 研究 プ ロ グ ラ ム の

中で の 、エ ス ノ メ ソ ド 1コ ジ
ー

の 固イ1
’
性 を ド・撮す る

こ とが で きるか も しれ な し 

　1970 年代以降、日本の 教育社 会学 に紹介され た

「解釈的 ア ブ ロ
ーチ」は 、相 互行 為に お け る行為

茜の 解 釈 過租 を重 要観 し 、初め て 行 為者rl身の

ハ
・．一

ス ベ ク テ ィ ブか ら行 為の 意味 を理解 す る こ と

を求め る もの で あ っ た ，、

　 しか し．解釈過程 の 重視は
、 教育 社会学の ヒ要

な研 究テ
ー

マ で あ る社 会化 過程へ の 問題 関心 と相

ま っ て 、解釈 図式 を共有 した、あるい は 「相互 行

為能力」を有 した 行為主 体を 、相互 行為の 前提条

（
’
1・と して 設定する 傾向が あ っ た 。 そ れ に 対 し、成

員カ テ ゴ リ
ー装置 や会 話の 順番取 りシ ス テ ム を分

析の 中心 に 置 くエ ス ノ メ ソ ドロ ジ
ー

は 、 そ う した

行為者 の 「相互行為能力」も また社 会的 な達成物

と し．て 捉 える。つ ま り、カ テ ゴ リー装 置や ト
ー

ク

の 編制 へ の 指 1向を表示 す る こ とに よ っ て 、その 入

物が有 能な行 為者 で あ る と い うこ とが 達成 され る

の で ある ，、

　 また 、エ ス ノ メ ソ ド ロ ジ
ー

が 、解釈 とい う と

き、人 々 の 認知的 フ
‘
ロ セ ス に言 及 して い るの で は

な い こ と、つ ま り、
カ テ ゴ リ

ー
化が何 らかの 解釈

を前提 と して い る の で は な くカテ ゴ リ
ー

化その も

の が 解釈 と い う実践 で あ る と い う点に も注意を喚

起 した い ．、エ ス ノ メ ソ ド ロ ジ
ー

に お け る解釈 と

は 、記述 と い うこ と とほ とん ど同義 なの で あ る 、，

3．デ ータと分析一教室知識に対する権威を通 して

　教師 の 権威 （な い し権力）を 、
エ ス ノ メ ソ ド ロ

ジ
ー的 に 、す なわ ち カ テ ゴ リ

ー
使 用や ト

ー
クの 編

剛 とい う観点か ら扱 お うと した 諸研 究は 既 に い く

つ か存在するが （Macbeth 　 1991、　 Husler＆ Payne

1982）、本発表 で は ，こ の 問題 を教室 知識 に対 す

る 権 威 と い う問題 を通 して 考察 して い く、、つ ま

り、教 師 と生徒 の 非対 称性 を、知識の 非対称性に

対する 指向／教室知 識 に対す る権威の 非対称性の

問題として 扱 うので あ る。

　W 日 tson 〔1986 ）は
、 権威を、ある 人物な い し

社 会関係 の 包括的 な特 徴 と して 扱 う、つ ま り、iii．

一
の 、ゼ ロ サ ム 的 な特徴 と して 扱 うの で は な く、

1｝l！［i
’1訓的 な形 に おい て 、つ ま り、 常に ト に 対す

る権威」 と い うll彡で扱 う こ とを提唱 して い るが 、

本発 喪もこ れ に したが う もの で ある 、

　教室 知識 に 関 す る権 威 を ↑亅 使す る こ と に よ ・
，

て 、よ り特定 的 に は 、教察知 識に関 す る k張 、知

識の 非対称性を根拠 に したふ る まい を行 うこ とを

通 じて 、教師 と生徒 とい うカ テ ゴ リ
ー関係が い か

に して 達成 され るの か を 、L知 識 iく張 が 問題 とな

る場 而 、2．定式 化 実践が 行われ る場 面をて が か り

に 例証 し て い きた い と思 うe

　本発表で 使用 するデ
ー

タ は、　 「エ ス ノ メソ ドロ

ジー と教育研究会」 の
一部 メ ン バ ー

く秋葉昌樹氏

（東 京 大学人学 院）、岡田 光弘 氏 （筑波 大学 大学

院） 、発表者） に よ っ て 、 1995年 4 月か ら 6月 に

か けて 、関束近圏 の 2 っ の 小 学校 に おい て 録画 さ

れ た ビデオデ ータに基 づ い て い る e ただ し、本発

表 にお ける分 析
・主張 に っ い て は、発表 者個人 が

全面的に 責任 を負 うもの で あ る。観察 ・録画に ご

協力い ただい た 2 つ の 小 学校 の 関係者の 方々 に 深

く感謝 申 し ［1．げます 。

（＊ 具体的な デ
ー

タ と分 析は 発表 当 日に 配布させ

て い ただ き ます 。）
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